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沖縄県立博物館・美術館では､ 沖縄の日本復帰��

年にちなみ､ 特別展 ｢�����	�から沖縄へ｣ を９

月
�日 (金) から��月

日 (日) まで開催した｡

当館において沖縄の日本復帰をストレートに取り

あげた展示会は今回が初めてである｡ 展示は大きく

復帰前と復帰後に分け､ 復帰前のコーナーでは､ ア

メリカ統治下における沖縄の苦難や､ 平和憲法を持

つ日本への復帰を目指した過程を中心に構成した｡

復帰後の展示では沖縄国際海洋博覧会等の巨大プロ

ジェクトをはじめ､ 復帰後の様々な変化を示し､ 沖

縄の今後について考えてもらうことを意図した｡

沖縄が日本に復帰して��年が経過した今日におい

て､ 当時の実体験を持つ世代とそうでない世代との

間で復帰に対する意識や認識の差が生じているのは

明白である｡ 今展示会では､ 復帰前の状況や復帰運

動を理解してもらうだけでなく､ 観覧者がこれまで

の沖縄やこれからの沖縄について考え､ 意見を述べ

ることができるコーナーを設けた｡ これは当館の目

標の一つである ｢県民が親しみをもち､ 参加できる

博物館｣ を具体化する取り組みでもある｡

以下､ 実際に行った県民参加の展示を紹介する｡
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一般の方々の目線でとらえた現在の沖縄の姿を写

真で募集し､ それを素材として展示室の一部の空間

を構成した｡ 

�点の応募作品の中から入賞､ 選外

にかかわらず
�点を選び､ 大きいものではＢ０サイ

ズ程度に拡大して展示し残りを含めた全ての写真を

�
インチモニター４台でスタイドショー表示した｡

応募者には観覧料が割引になるダイレクトメールを

出したこともあり､ 家族・親戚を伴って多くの方々

が観覧した｡

今回の写真公募は当館指定管理者である ｢文化の

杜共同企業体｣ と綿密な連携を取りながら実施した｡

写真公募スケジュール

・告 知 ４月中旬～ ポスター・チラシ

・応募期間 ����～��日 (��日間)

・応募方法 応募票とデジタルデータ (ＣＤ) と共

にＡ４サイズにプリントし､ ラミネー

ト加工した上で提出｡ 受付した作品は

館内の無料スペースに随時掲示していっ

た｡

・応募区分 小学生以下の部､ 中学生の部

一般の部

・入賞審査会 ８月

日

・特別展での展示 ９月
�日～��月

日

・入賞者表彰式 ��月
�日

・応募作品数 

�点

公募写真の展示は５年前に当館がリニューアルオー

プンする際にも常設展示室プロローグとして実施し

ている｡

今回の応募作品のうち､ 約��点は常設展示室の写

真を差し換える素材としても使用した｡
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会場の最後に､ あらかじめ設定した４つの質問に

対して観覧者が意見を書いて貼り付けるコーナーを

設けた｡ 多くの方々が思い思いの意見を記入した｡

Ｑ１．あなたが考える沖縄で１番のヒーロー・ヒロ

インは誰？ (１人��１団体)

Ｑ２．将来の沖縄に残したいものは何？

Ｑ３．あなたにとって ｢復帰｣ とは？ (��文字程度)

Ｑ４．復帰後のできごとを３つあげるとすれば何？
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今回､ 当館では初めての試みとして展示会専用の

フェイスブックを立ち上げ､ 外部に向かって発信で

きるようにした｡ ｉＰａｄを２台設置し､ 観覧者が

直接入力できるようにした｡ 自宅のパソコンやスマー

トフォンからも入力できるようにしたが､ 観覧者が

これらのＳＮＳ (ソーシャルネットワークシステム)

に慣れていないためか利用は低調であった｡
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春と夏の甲子園全国大会に出場した沖縄県代表校

の中から､ 最も印象に残っている試合について､ 観

覧者一人あたりシール１枚を貼る投票を実施した｡

復帰前から様々な面で本土に立ち遅れていた沖縄で

は､ 本土に対するコンプレックスを甲子園での勝利

によって晴らすという側面が少なからずあった｡

｢大臣が出るのが先か､ 甲子園優勝が先か｣ といっ

た話が出るほどに､ 沖縄県民が甲子園での県勢の試

合によせる思いは強い｡ 県代表校の試合がある時に

は､ 仕事そっちのけで一喜一憂する県民性は良く知

られている｡ 観覧者には程度の差こそあれ､ 県代表

校の試合における思い出はあるはずで､ 他者の投票
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写真１ 写真公募ポスター (２種類)
(左) レンズをモチーフにした丸形ポスター
(右) 小中学校掲示用丸形ポスター

写真２ 特別展示室内での展示風景 (��作品)
トンネルの内・外壁に写真を拡大展示

写真３ 館内無料スペースへ全作品を掲示

写真４ ｢県民に聞きました｣ コーナーとｉＰａｄで
の投稿コーナー



と自身の思いを重ねてみることでより展示に関心を

持ってもらうことを意図した｡

投票対象の選択肢は����年の首里高等学校の初出

場から､ ����年の興南高等学校の春夏連覇まで､ 印

象的な試合��を博物館側で選び､ ��歳ごとに区切っ

た一覧表に各人が�枚だけシールを貼るようにした｡

シールを貼った人数は����名で､ 来館者	
��名の約

��パーセントであった｡ また､ ＜私の思い出＞とし

て一覧表から外れた試合や､ 当時の自分の生活や思

いなどを付箋紙に書いて貼ってもらったところ､ 
�

名が参加していた｡
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当館では､ 来館者の観覧を助けるために簡単なワー

クシートを作成している｡ 本展示会では従来のスタ

イルにかえて､ 展示資料にまつわる個人のエピソー

ドが記載されたパンフレットを作成し入場の際に配

布した｡ エピソードは当館のボランティアスタッフ

に寄せてもらい､ パンフレットの制作は担当学芸員

の監修のもと､ 指定管理者 ｢文化の杜共同企業体｣

が全面的に行った｡ 展示キャプションとは違って､

市民生活レベルでの思い出が紹介されており観覧者

に好評であった｡ 観覧者が自分の思い出やエピソー

ドを書いて提出すれば抽選で次回展示会の無料観覧

チケットが当たるようにした｡ 提出者は��名と少な

かったが､ アピールをもう少し工夫すれば提出が増

えたかもしれない｡
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以上､ 本特別展における観覧者参加の取り組みを

紹介してきた｡ これらの取り組みが観覧者数の増加

にどの程度貢献したかは正直よく分からない｡ しか

し､ 参加型の展示を中心に地元のＮＨＫ放送局が､

夕方のニュース枠で取上げたことで一定程度の効果

はあったものと思いたい｡

写真公募については５年前の開館当時よりも応募

数は増加した｡ 応募者へのアンケートを見ると､ 博

物館に展示されるということに対して魅力を感じて

の応募が多数であった｡ 質問の回答貼り付けや高校

野球の投票では､ 観覧者がわりと積極的に参加して

いたように感じた｡

博物館に敷居の高さを感じる県民はまだまだ多い｡

学術的な成果を公開するのが博物館の役割であるが､

一方では社会教育施設として教育普及的な役割も期

待されている｡ 今後は､ そういった点も踏まえ､ よ

り親しみが持てるような工夫をしていくことが大切

であろう｡
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写真５ ｢記憶に残る甲子園｣ のコーナー

写真６ 入場時に配布したパンフレット


